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Real-time selective listening of everyday sounds

深層学習に基づく任意の音の低遅延選択的聴取

聴きたい音だけをリアルタイムで抜き出す！

どんな研究
人間は、様々な音が混在する中でも、聴きたい種類の音に注目して聴くことができる、選択的聴取と呼ばれる
能力を持っています。本研究では、人間が持つ選択的聴取の機能を計算機上で実現し、混ざった音から聴きた
い音を取り出す技術(目的音抽出) をめざします。

どこが凄い
高い目的音抽出精度を保ったまま、一般的なPCでもリアルタイムで動作する目的音抽出手法を考案しました。
また、音の汎用表現モデルを用いた高精度化・高品質化や、音の到来方向を検知可能なバイノーラル処理も実
現し、人間の選択的聴取能力に近づけることができました。

めざす未来
子どものピアノの音や生活の音は、在宅勤務のWeb会議では不要な音ですが、実家の祖父母との通話では大事
な音かも知れません。本技術によって、周囲で鳴っている音の中から、状況に応じて聴きたい音・聴きたくな
い音の制御を可能とし、より快適なコミュニケーションを実現します。
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